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市
民
法
と
社
会
法
の
接
点
研
究
争
議
行
為
と
刑
事
責
任
井
上
修
一
は
し
が
き
一
労
働
法
原
理
と
刑
法
二
刑
法
三
五
の
法
意
三
争
議
行
為
と
刑
事
免
責
四
争
議
行
為
と
暴
力
の
行
使
は
し
が
き
い
わ
ゆ
る
近
代
市
民
社
会
に
お
け
る
刑
法
と
、
そ
の
修
正
原
理
に
基
づ
く
社
会
法
と
し
て
の
労
働
法
と
の
接
点
に
関
す
る
検
討
が
本
稿
の
ね
ら
い
で
あ
る
。
こ
れ
は
私
的
自
治
を
根
本
精
神
と
し
、
生
存
権
と
い
う
1
労
働
権
お
よ
び
そ
の
他
の
労
働
者
保
護
規
定
を
含
め
て
1
社
会
主
義
的
な
法
律
原
理
を
基
底
と
す
る
労
働
法
の
特
殊
性
"
集
団
的
労
働
関
係
に
対
し
て
、
刑
法
は
い
か
に
対
処
し
得
る
か
の
問
題
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
刑
法
三
五
条
の
法
令
に
よ
る
行
為
・
正
当
業
務
に
よ
る
行
為
と
、
労
使
対
等
の
立
場
に
立
つ
団
体
交
渉
を
通
し
て
労
働
者
の
地
位
の
向
上
を
目
的
と
す
る
労
組
法
一
条
二
項
の
正
当
な
組
合
活
動
は
、
刑
法
三
五
条
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
と
の
法
律
関
係
が
、
労
調
法
七
条
の
争
議
行
為
と
の
関
連
に
お
争
議
行
為
と
刑
事
責
任
い
て
、
い
か
に
考
え
る
べ
き
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
労
働
法
の
い
わ
ゆ
る
市
民
法
に
対
す
る
特
殊
性
に
着
目
し
て
論
述
し
て
み
た
い
。
一
労
動
法
原
理
と
刑
法
今
日
で
は
、
労
働
者
の
団
結
権
・
団
交
権
・
団
体
行
動
権
(争
議
権
)
は
、
当
然
の
権
利
で
あ
る
と
認
識
せ
ら
れ
て
お
り
、
か
か
る
権
利
行
使
が
労
組
法
一
条
二
項
や
労
調
法
七
条
に
該
当
す
る
正
当
行
為
で
あ
る
限
り
に
お
い
て
、
刑
法
三
五
条
に
基
づ
い
て
刑
事
免
責
を
受
け
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
し
か
し
、
過
去
の
歴
史
に
あ
っ
て
は
、
労
働
者
の
団
結
自
体
や
、
ま
し
て
団
結
活
動
す
る
こ
と
に
対
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
刑
法
上
の
違
法
行
為
で
あ
る
と
の
認
識
の
も
と
に
刑
罰
が
科
せ
ら
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
近
代
市
民
社
会
の
法
律
学
は
、
私
有
財
産
制
度
を
そ
の
基
盤
と
す
る
と
こ
ろ
の
自
由
主
義
、
個
人
主
義
、
営
利
主
義
を
そ
の
指
導
原
理
と
し
、
法
的
に
は
契
約
自
由
の
原
則
、
所
有
権
絶
対
の
原
則
、
過
失
責
任
の
原
則
を
容
認
す
る
。
刑
法
は
か
か
る
法
律
原
則
の
保
護
・
保
障
を
与
え
る
こ
と
に
よ
り
社
会
秩
序
の
安
全
を
倣
か
り
、
個
人
相
互
間
の
私
的
自
由
の
侵
害
に
対
し
て
刑
罰
を
科
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
法
律
原
則
は
、
か
つ
て
の
封
建
社
会
の
根
底
を
な
す
主
従
ゴ
=
社
会
学
部
論
叢
関
係
に
基
づ
く
身
分
的
差
別
の
悪
習
を
払
拭
し
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
原
則
に
い
う
契
約
当
事
者
は
、
社
会
的
経
済
的
な
事
情
(持
て
る
者
と
特
た
ざ
る
者
)
の
差
異
を
全
く
捨
象
せ
る
自
由
平
等
な
抽
象
的
に
対
等
な
法
的
人
格
者
を
指
す
の
で
あ
り
、
労
働
者
の
提
供
す
る
労
働
力
は
、
使
用
者
の
支
払
う
報
酬
と
等
価
値
を
有
す
る
交
換
契
約
で
あ
る
と
し
、労
働
力
は
物
"
商
晶
ど
見
做
す
こ
と
に
な
り
、労
働
者
は
　　̀.
使
用
者
の
経
済
単
位
に
隷
属
す
る
一
種
の
経
済
客
体
ど
化
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
私
的
自
由
に
基
づ
く
資
本
制
社
会
が
発
展
す
る
に
従
い
、
有
産
者
と
無
産
者
の
社
会
経
済
上
の
差
異
が
明
確
と
な
り
、
労
働
者
は
自
ら
「我
々
は
人
間
で
あ
る
」
と
の
認
識
を
新
た
に
し
、
さ
ら
に
は
っ
き
り
と
階
級
的
に
劣
位
に
あ
る
と
い
う
労
働
者
意
識
を
自
覚
す
る
に
従
つ
て
、
近
代
市
民
法
の
諸
矛
盾
を
拭
払
す
る
た
め
に
労
働
運
動
を
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
労
働
基
本
権
の
保
障
を
志
向
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
当
然
の
帰
結
で
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
か
る
目
的
を
志
向
す
る
労
働
者
の
団
結
お
よ
び
団
結
活
動
は
、
近
代
市
民
法
原
理
の
容
認
し
得
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
つ
て
、
こ
の
よ
う
な
労
働
運
動
に
対
し
て
、
制
限
抑
圧
を
加
え
、
刑
罰
を
も
っ
て
こ
れ
に
臨
む
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
次
に
我
が
　　
国
に
お
け
る
労
働
運
動
に
対
す
る
刑
事
的
規
制
立
法
を
概
観
し
て
み
よ
う
。
明
治
三
三
年
三
月
一
〇
日
法
安
警
察
法
第
一
七
条
「
左
ノ
各
号
ノ
目
的
ヲ
以
テ
他
人
二
対
シ
テ
暴
行
、強
追
シ
若
ハ
公
然
誹
毀
シ
又
ハ
第
二
号
ノ
目
的
ヲ
以
テ
他
人
ヲ
誘
惑
若
ハ
煽
動
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
一
労
働
ノ
条
件
又
ハ
報
酬
二
関
シ
協
同
ノ
行
動
ヲ
為
ス
ヘ
キ
団
結
二
加
入
セ
シ
メ
又
ハ
其
ノ
加
入
ヲ
妨
ク
ル
コ
ト
ニ
同
盟
解
雇
若
ハ
同
盟
罷
業
ヲ
遂
行
ス
ル
カ
為
使
用
者
ヲ
シ
テ
労
務
者
ヲ
解
雇
セ
シ
メ
若
ハ
労
務
二
従
事
ス
ル
ノ
申
込
ヲ
拒
絶
セ
シ
メ
又
ハ
労
務
者
ヲ
シ
テ
労
三
二
務
ヲ
停
廃
セ
シ
メ
若
ハ
労
務
者
ト
シ
テ
雇
用
ス
ル
ノ
申
込
ヲ
拒
絶
セ
シ
ム
ル
コ
　
三
労
務
ノ
条
件
又
ハ
報
酬
二
関
シ
相
手
方
ノ
承
諾
ヲ
強
ユ
ル
コ
ト
耕
作
ノ
目
的
二
出
ツ
ル
土
地
賃
貸
借
ノ
条
件
二
関
シ
承
諾
ヲ
強
ユ
ル
カ
為
相
手
方
二
対
シ
暴
行
脅
追
シ
若
ハ
公
然
誹
毀
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
ス
」
こ
の
規
定
違
反
者
は
同
三
〇
条
に
よ
つ
て
「
一
月
以
上
六
月
以
下
ノ
重
禁
錮
二
処
シ
三
円
以
上
三
〇
円
以
下
ノ
罰
金
ヲ
附
加
ス
使
用
者
ノ
同
盟
解
雇
又
ハ
労
務
者
ノ
同
盟
罷
業
二
加
盟
セ
サ
ル̀
者
二
対
シ
テ
暴
行
脅
追
シ
若
ハ
公
然
誹
毀
ス
ル
者
亦
同
シ
」
と
規
定
し
て
い
た
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
同
盟
罷
業
そ
の
も
の
は
犯
罪
と
は
な
ら
ず
、
同
盟
罷
業
の
誘
惑
煽
動
し
た
場
合
に
犯
罪
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
同
盟
罷
業
は
労
働
者
の
集
団
的
意
思
統
一
に
基
づ
く
集
団
活
動
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
唱
者
ま
た
は
指
導
者
の
呼
び
か
け
が
な
け
れ
ば
成
立
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
多
数
の
労
働
者
が
同
時
に
同
一
意
思
を
も
っ
て
統
一
組
織
体
を
構
成
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
い
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
団
結
自
体
を
否
定
せ
ず
、
同
盟
罷
業
は
犯
罪
ど
な
ら
な
い
と
す
る
が
、
実
際
上
は
、
団
結
お
よ
び
団
結
活
動
は
有
名
無
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
っ
た
。
明
治
三
三
年
六
月
二
日
行
政
執
行
法
一
条
「
暴
行
、
闘
争
其
ノ
他
公
安
ヲ
害
ス
ル
ノ
虞
ア
ル
者
二
対
シ
之
ヲ
予
防
ス
ル
為
」
に
検
束
を
加
え
ら
れ
た
。
明
治
四
一
年
九
月
警
察
犯
処
罰
令
一
条
四
号
の
「故
ナ
ク
面
会
ヲ
強
請
シ
又
ハ
強
談
威
追
ノ
行
為
ヲ
為
シ
ダ
ル
者
」
を
罰
す
る
規
定
は
、
団
体
交
渉
の
申
込
拒
否
の
理
由
と
な
り
得
る
。
同
二
条
三
一
号
は
「
濫
二
他
人
ノ
身
辺
二
立
塞
り
又
ハ
追
随
シ
タ
ル
者
」
を
罰
す
る
。
こ
れ
は
、
同
盟
罷
業
に
附
随
す
る
平
和
的
な
ピ
ケ
ツ
テ
イ
ン
グ
や
ス
ク
ラ
ム
を
処
罰
す
る
根
拠
と
な
る
。
ま
た
、
大
正
年
問
に
多
数
府
県
の
警
察
処
罰
令
が
存
在
し
、
前
述
の
諸
法
令
を
さ
ら
に
具
体
的
に
定
め
団
結
お
よ
び
団
結
活
動
を
処
罰
し
た
。
大
正
一
四
年
の
治
安
維
持
法
は
、
労
働
運
動
の
取
締
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
保
護
法
益
は
、
国
体
お
よ
び
私
有
財
産
で
あ
っ
た
た
め
に
、
逆
に
労
働
運
動
を
制
約
し
処
罰
す
る
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
翌
大
正
一
五
年
に
治
安
警
察
法
が
廃
止
せ
ら
れ
る
と
同
時
に
暴
力
行
為
等
処
罰
令
が
制
定
せ
ら
れ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、
表
面
上
は
労
働
運
動
取
締
法
は
消
滅
し
た
が
、
実
際
上
は
官
権
の
専
断
的
な
方
法
に
よ
っ
て
、
思
想
犯
と
共
に
労
働
運
動
の
指
導
者
は
処
罰
さ
れ
、
団
結
活
動
は
停
止
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
諸
立
法
が
次
々
と
制
定
せ
ら
れ
て
い
く
過
程
に
あ
っ
て
、
殖
産
興
業
↓
重
商
主
義
経
済
↓
資
本
主
義
経
済
の
完
成
期
に
お
け
る
経
済
体
制
の
中
で
、
劣
悪
な
労
働
条
件
に
お
か
れ
た
労
働
者
達
は
、
刑
事
処
罰
を
恐
れ
る
こ
と
な
く
怒
濤
の
ご
と
く
労
働
運
動
を
展
開
し
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
無
産
者
た
る
労
働
者
の
団
結
お
よ
び
団
結
活
動
の
威
力
の
社
会
的
認
識
の
高
揚
と
、
産
業
社
会
構
造
に
お
け
る
労
働
運
動
を
惹
起
せ
し
め
る
必
然
的
要
因
の
存
在
を
考
慮
す
る
結
果
、
従
来
の
私
的
自
由
に
基
づ
く
近
代
市
民
法
原
理
は
、
労
働
者
の
当
然
の
要
請
、
已
む
を
得
ぬ
と
す
る
企
業
家
の
要
請
、
そ
れ
に
国
家
自
身
の
要
請
に
よ
っ
て
重
大
な
修
正
を
余
義
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
労
働
運
動
は
法
的
に
容
認
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
か
つ
て
の
市
民
法
が
予
想
だ
に
し
得
な
か
っ
た
生
存
権
思
想
に
基
づ
く
社
会
主
義
的
原
理
と
し
て
の
社
会
法
ー
労
働
法
・
社
会
保
障
法
・
社
会
保
険
法
・
社
会
事
業
法
等
1
が
制
定
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
わ
争
議
行
為
と
刑
事
責
任
が
国
に
あ
っ
て
は
、
昭
和
一
三
年
の
国
家
総
動
員
法
下
で
労
働
運
動
が
禁
止
せ
ら
れ
、
労
働
運
動
の
空
白
の
過
程
を
経
て
、
か
か
る
具
体
的
な
諸
法
の
実
現
を
み
る
の
は
、
皮
肉
に
も
日
本
の
敗
戦
を
そ
の
契
機
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
連
合
軍
の
意
思
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
第
二
次
大
戦
後
、
い
わ
ゆ
る
労
働
基
本
権
を
保
障
す
る
憲
法
二
五
条
、
二
八
条
㈹
の
要
請
の
も
と
に
、
新
た
に
社
会
法
の
中
核
を
な
す
労
働
法
が
制
定
せ
ら
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
、
労
働
者
の
正
当
な
集
団
的
行
為
は
刑
事
免
責
せ
ら
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
労
組
法
一
条
二
項
に
よ
っ
て
、
労
調
法
七
条
に
い
う
争
議
権
が
正
当
に
行
使
さ
れ
た
な
ら
ば
、
そ
の
行
為
が
た
と
え
刑
事
法
に
牴
触
し
て
い
て
も
、
刑
法
三
五
条
の
正
当
行
為
に
該
当
し
、
犯
罪
を
構
成
し
な
い
こ
と
が
明
記
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
通
常
な
ら
ぼ
刑
罰
が
当
然
科
せ
ら
る
べ
き
、
威
力
業
務
妨
害
、
暴
行
、
脅
追
、
暴
力
行
為
等
処
罰
法
違
反
、
逮
捕
、
監
禁
、
建
造
物
侵
入
、
不
退
去
、
名
誉
毀
損
、
器
物
毀
棄
等
の
構
成
要
件
該
当
行
為
も
、
そ
れ
が
労
働
法
令
に
基
づ
く
正
当
な
労
働
行
為
で
あ
れ
ぼ
、
刑
事
免
責
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
し
か
ら
ぼ
一
体
い
か
な
る
刑
法
理
論
で
も
っ
て
刑
事
免
責
が
与
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
違
法
性
阻
却
に
よ
っ
て
免
責
を
受
け
る
の
か
、
労
働
法
の
特
殊
性
か
ら
し
て
、
正
当
行
為
で
あ
れ
ぼ
、
違
法
性
の
判
断
を
な
さ
ず
に
構
成
要
件
に
該
当
せ
ず
と
し
て
免
責
を
受
け
る
の
か
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
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ω
峯
村
光
郎
「
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法
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労
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法
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新
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八
頁
以
下
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「
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ω
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史
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学
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国
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集
団
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関
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す
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刑
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立
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史
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述
が
あ
る
。
な
お
ーイ
ギ
リ
ス
に
関
し
て
は
、
片
岡
昇
・
英
国
労
働
法
理
論
史
六
五
～
一
〇
二
頁
沸
二
〇
九
～
二
三
〇
頁
で
コ
ン
ス
ピ
ラ
シ
_
(C
o
n
s
p
ir
a
c
y
)
法
理
の
判
例
の
動
向
を
詳
し
く
論
述
せ
ら
れ
て
い
る
。
r㈲
野
村
平
爾
・
日
本
労
働
法
の
形
成
過
程
三
頁
以
下
、
同
「
資
本
主
義
と
労
働
法
」
旧
労
働
法
講
座
第
一
巻
一
頁
以
下
で
、
労
働
法
の
理
念
は
労
働
基
本
権
の
展
開
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
沼
田
稲
次
郎
・
団
結
権
擁
護
論
第
五
章
八
七
頁
以
下
参
照
。
二
刑
法
三
五
条
の
法
意
刑
事
免
責
事
由
と
し
て
の
違
法
阻
却
事
・g
(R
ech
tsw
id
rigk
e
itsaussch
liess-
u
n
g
sg
r�
n
d
e)
と
jは
、
構
成
要
件
(T
a
tb
esta5
傷
)
に
該
当
す
る
違
法
な
行
為
に
つ
い
て
、
そ
の
行
為
が
違
法
で
あ
る
と
い
う
一
応
の
推
定
を
破
る
特
殊
な
事
由
を
規
定
し
た
も
の
を
い
う
。違
法
阻
却
事
由
の
現
実
の
作
用
は
、勿
論
個
々
の
構
成
要
件
に
つ
い
て
個
別
的
に
考
察
せ
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。し
か
も
、
こ
の
違
法
阻
却
事
由
が
あ
る
限
り
、
行
為
は
始
め
か
ら
違
法
な
行
為
で
は
な
い
と
せ
ち
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
違
法
で
な
い
行
為
は
適
法
で
あ
り
、
正
当
行
為
と
見
做
し
得
る
と
こ
ろ
か
ら
正
　
j化
事
-g3
(R
e
ch
tfertig
u
ng
sg
r�
n
d
e)
a,)も
い
わ
れ
る
。
し
か
し
て
、違
法
阻
却
事
由
は
一
応
構
成
要
件
に
該
当
す
る
違
法
な
行
為
の
存
在
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、最
初
か
ら
構
成
要
件
に
該
当
し
な
い
行
為
は
、違
法
性
阻
却
事
由
の
問
題
が
生
U
な
い
の
は
当
然
で
あ
る
。
わ
が
現
行
刑
法
で
は
、違
法
阻
却
事
由
と
し
て
、
①
広
く
一
般
的
社
会
的
相
当
性
を
附
与
し
た
と
思
わ
れ
る
刑
法
三
五
条
の
法
令
に
よ
る
行
為
・
正
当
業
務
行
為
と
、
②
同
法
三
六
・
三
七
条
の
例
外
的
に
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
対
す
る
正
当
防
衛
・
緊
急
避
難
の
四
つ
が
規
定
せ
ら
れ
て
い
る
。労
働
法
と
の
関
連
か
ら
す
れ
ば
前
者
が
問
題
ど
な
る
の
は
論
を
俟
た
な
い
。し
三
四
か
し
、①
ど
②
と
で
は
、
そ
の
実
質
的
な
意
味
は
異
な
る
と
考
え
る
。す
な
わ
ち
、①
の
法
令
に
よ
る
行
為
・
正
当
業
務
行
為
は
、
直
接
的
に
違
法
性
の
推
定
を
必
要
と
せ
ず
、か
か
る
行
為
の
正
当
性
を
判
断
し
、正
当
行
為
で
あ
れ
ば
罪
と
な
ら
ず
と
す
る
構
成
要
件
阻
却
と
解
す
べ
き
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
し
か
ら
ざ
れ
ば
、
死
刑
執
行
吏
の
法
に
従
っ
た
死
刑
執
行
行
為
は
殺
人
罪
(刑
法
一
九
九
条
)
を
構
成
す
る
違
法
の
推
定
を
受
け
、
法
令
に
よ
る
正
当
行
為
だ
か
ら
違
法
性
が
阻
却
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
著
し
い
不
合
理
さ
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
医
者
の
治
療
行
為
に
よ
る
身
体
の
一
部
の
切
除
は
、
傷
害
罪
(刑
法
二
〇
四
条
)
成
立
の
一
応
の
推
定
を
受
け
、
正
当
業
務
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
違
法
性
が
阻
却
さ
れ
る
と
す
る
の
は
意
味
の
な
い
こ
と
で
あ
る
。
正
当
行
為
の
逸
脱
あ
る
場
合
の
み
、
違
法
性
の
推
定
を
受
け
る
に
す
ぎ
な
い
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
、
刑
法
三
五
条
を
当
然
に
違
法
阻
却
事
由
規
定
だ
と
す
る
こ
と
は
正
し
い
と
は
い
え
ま
い
。
か
く
解
す
る
こ
と
は
、
適
法
行
為
や
正
当
行
為
の
す
べ
て
を
猜
疑
的
な
偏
見
的
先
入
観
と
い
う
色
メ
ガ
ネ
を
通
し
て
見
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
憲
法
の
法
認
す
る
労
働
者
の
団
結
活
動
や
一
般
国
民
の
行
為
、
行
動
に
対
し
て
さ
え
も
違
法
性
の
判
断
を
先
行
せ
し
め
る
こ
と
に
な
り
、
余
ゆ
に
も
小
乗
的
な
国
民
相
互
の
信
頼
関
係
を
無
視
す
る
悲
し
む
べ
き
思
考
発
想
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
次
に
②
の
場
合
は
、
急
迫
せ
る
不
正
の
侵
害
行
為
に
対
す
る
対
処
行
為
が
免
責
せ
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
急
追
不
正
の
侵
害
行
為
の
程
度
と
、
対
処
行
為
の
程
度
と
を
判
断
し
て
刑
事
免
責
の
有
無
を
決
す
る
の
で
あ
っ
て
、
前
述
の
①
と
は
同
烈
に
論
U
得
な
い
も
の
と
考
え
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
ス
ト
ラ
イ
キ
実
行
中
の
ス
ト
破
り
の
急
追
不
正
の
侵
害
・
現
在
の
危
難
行
為
に
対
し
て
は
本
条
が
適
用
せ
ら
れ
る
が
、
こ
の
場
合
で
も
、労
働
者
の
正
当
行
為
の
判
断
が
先
行
し
、
そ
の
正
当
の
行
為
の
逸
脱
あ
る
と
き
に
本
条
の
違
法
阻
却
事
由
の
有
無
が
判
断
せ
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。
刑
法
三
五
条
は
「
法
令
又
ハ
正
当
ノ
業
務
二
因
リ
為
シ
タ
ル
行
為
ハ
之
ヲ
罰
セ
ス
」
と
規
定
す
る
。
こ
こ
に
「罰
セ
ス
」
と
す
る
と
こ
ろ
か
ら
、
一
般
に
本
条
を
違
法
阻
却
事
由
と
考
え
る
よ
う
で
あ
る
が
、本
条
の
法
意
は
、
適
法
行
為
、
正
当
業
務
行
為
は
、本
来
違
法
性
は
な
い
も
の
と
し
て
、個
々
の
構
成
要
件
の
該
当
性
を
阻
却
す
る
と
の
法
意
識
の
表
明
で
あ
る
と
解
す
る
ゆ
え
に
、
か
か
る
見
解
に
賛
同
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、あ
る
行
為
が
な
ん
ら
か
の
法
令
に
基
づ
く
と
こ
ろ
の
権
利
行
為
ま
た
は
業
務
行
為
と
し
て
な
さ
れ
た
場
合
に
は
違
法
性
の
推
定
は
受
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
こ
に
い
う
法
令
に
因
る
行
為
と
い
う
の
は
、
法
律
ま
た
は
命
令
等
の
成
文
に
直
撲
の
根
拠
を
有
す
る
行
為
の
こ
と
で
あ
っ
て
、
法
令
に
よ
っ
て
義
務
づ
け
ら
れ
た
行
為
ま
た
は
権
利
行
使
と
し
て
の
行
為
を
い
う
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
行
為
は
、
具
体
的
に
法
令
の
目
的
、
精
神
に
沿
っ
た
行
為
で
あ
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
い
か
な
る
理
由
か
ら
し
て
も
、
形
式
・
内
容
ど
も
に
権
利
の
濫
用
は
決
し
て
許
さ
る
べ
き
で
な
い
こ
と
は
自
明
の
理
で
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
、
労
組
法
一
条
、二
項
の
規
定
か
ら
す
れ
ば
、
組
合
の
行
為
が
、
い
か
な
る
暴
力
の
行
使
を
も
伴
わ
な
い
組
合
の
正
当
な
行
為
と
見
做
さ
れ
る
限
り
、
刑
法
三
五
条
の
法
意
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
構
成
要
件
該
当
性
が
阻
却
さ
れ
刑
事
罰
は
対
象
に
な
ら
な
い
。
ま
た
、
三
五
条
に
い
う
業
務
と
は
、
継
続
反
復
行
為
を
い
う
ご
と
く
で
あ
る
が
、
業
務
行
為
に
も
不
当
・
違
法
な
も
の
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
業
務
行
為
が
正
当
と
さ
れ
る
の
は
そ
れ
が
正
当
行
為
で
あ
る
故
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
本
条
の
業
務
行
為
の
規
定
は
単
な
る
例
示
的
意
義
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
一
般
に
正
当
な
行
為
は
違
法
性
の
推
定
は
受
け
な
い
の
で
あ
る
(相
撲
.
ボ
ク
シ
ン
グ
・
レ
ス
リ
ン
グ
・
医
者
の
治
療
行
為
等
)。
本
条
の
法
意
を
か
・く
解
す
る
な
ら
争
議
行
為
と
刑
事
責
任
ぼ
、
あ
え
て
、
違
法
阻
却
事
由
は
、
構
成
要
件
ど
違
っ
て
、
必
づ
し
も
刑
法
そ
の
他
の
刑
罰
諸
規
定
に
規
定
し
尽
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
の
理
由
か
ら
、・,三
五
条
の
拡
張
解
釈
を
も
っ
て
、
、,
い
わ
ゆ
る
正
当
行
為
を
超
法
規
的
違
法
阻
却
論
ど
か
、
社
会
的
相
当
行
為
論
で
論
ず
る
の
は
無
用
で
あ
る
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
構
成
要
件
を
違
法
性
と
密
着
さ
せ
た
理
論
の
再
検
討
の
必
要
性
が
潜
ん
で
い
る
,._.
　　
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
い
か
な
る
場
合
に
行
為
が
正
当
と
判
断
せ
ら
れ
る
か
は
、
個
々
の
行
為
に
つ
い
て
、
具
体
的
に
判
断
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
法
全
体
の
精
神
に
則
り
、
機
能
的
合
理
的
に
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
労
働
者
の
集
団
的
行
動
が
正
当
性
を
有
す
る
の
は
、
憲
法
・
労
働
法
に
基
づ
く
適
法
行
為
で
あ
り
、
し
か
も
労
働
者
の
正
当
な
目
的
お
よ
び
手
段
の
行
使
に
よ
る
行
為
で
あ
る
。
か
か
る
行
為
に
対
し
て
は
刑
事
罰
が
介
入
し
な
い
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
る
。
た
だ
法
令
違
反
ま
た
は
正
当
行
為
の
範
囲
を
逸
脱
し
た
行
為
に
つ
い
て
の
み
、
可
罰
的
な
違
法
性
の
推
定
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
刑
法
三
五
条
は
、
労
組
法
一
条
二
項
と
の
関
連
か
ら
し
て
、
労
働
者
の
団
体
活
動
に
対
し
て
は
二
次
的
規
範
性
を
容
認
し
た
も
の
ど
解
し
得
る
の
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
労
組
法
一
条
二
項
で
刑
法
三
五
条
の
適
用
を
規
定
し
た
こ
と
の
意
義
が
な
く
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
単
に
注
　
意
的
意
味
を
有
す
る
も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
註
ω
争
議
行
為
の
刑
事
上
の
正
当
性
を
判
断
す
る
場
合
、
従
来
の
刑
法
理
論
か
ら
す
れ
ば
①
違
法
阻
却
論
に
よ
る
と
解
さ
れ
る
し
、
社
会
法
と
し
て
の
労
働
法
の
特
殊
性
を
強
調
す
る
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
②
構
成
要
件
該
当
性
阻
却
論
で
解
釈
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
こ
の
両
者
は
、
③
争
議
行
為
を
社
会
的
相
当
行
為
と
し
て
理
論
づ
け
を
せ
ん
が
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
③
の
理
論
的
地
位
に
つ
い
て
②
の
立
場
か
ら
説
く
も
の
と
し
て
、
平
場
安
治
・
刑
法
総
論
講
義
七
四
頁
以
下
、
西
原
春
夫
「
構
成
要
件
の
三
五
社
会
学
㌔部
論
叢
価
値
的
性
格
」
早
稲
田
法
学
一
六
九
頁
以
下
、
な
お
藤
木
英
雄
・
可
罰
的
違
法
性
の
理
論
九
一
頁
以
下
が
あ
り
、
ま
た
⑧
を
①
の
立
場
か
ら
説
明
す
る
も
の
と
し
て
は
、
木
村
亀
二
・
刑
法
総
論
二
九
四
頁
以
下
、
団
藤
重
光
・
刑
法
綱
要
一
四
八
頁
以
下
、
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
い
つ
れ
も
W
e
lz
e
l
,
D
a
s
d
e
u
ts
e
h
e
S
t
r
a
f
r
e
c
h
t,
.4
.
D
u
fl.,
1
9
5
4
,
s
.
6
2
:.8
°
A
u
f
l.,
19
6
3,
s
°
日
①
。
の
社
会
的
相
当
行
為
論
の
影
響
に
よ
る
も
の
で
あ
つ
た
。
な
お
こ
の
ほ
か
に
文
献
は
多
い
が
、
能
倉
武
や
荘
子
邦
雄
氏
の
力
作
労
働
刑
法
は
参
照
さ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
私
は
労
働
刑
法
と
い
う
概
念
規
定
自
身
に
疑
問
を
持
つ
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
私
は
刑
法
三
五
条
の
法
意
か
ら
正
当
行
為
は
刑
事
罰
の
対
象
と
は
な
ら
ぬ
と
解
す
る
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
特
別
法
と
し
て
労
働
刑
法
が
制
定
せ
ら
れ
る
謂
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
単
に
現
行
刑
法
中
の
集
団
労
働
関
係
に
関
す
る
条
文
を
別
途
に
置
き
、
労
働
関
係
の
特
殊
性
か
ら
こ
れ
に
解
釈
を
加
え
る
こ
と
の
実
益
は
乏
し
い
と
考
え
る
か
ら
で
あ
る
。
基
本
的
に
は
、
労
使
協
働
.
私
的
自
治
の
場
に
、
刑
法
の
介
入
は
本
来
な
じ
ま
な
い
も
の
と
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
労
働
関
係
に
お
け
る
こ
と
が
ら
は
、
社
会
的
相
当
行
為
と
し
て
構
成
要
件
阻
却
せ
ら
れ
る
と
い
う
方
向
を
学
説
・
判
例
に
お
い
て
固
め
る
こ
と
が
、
む
し
ろ
労
働
法
的
価
値
判
断
と
の
関
連
か
ら
も
望
ま
し
い
と
考
え
る
の
で
あ
る
。
㈲
団
藤
前
掲
書
一
五
一
頁
は
、
労
組
法
一
条
二
項
を
「
…
…
当
然
の
事
理
を
注
意
的
に
1
実
務
を
指
導
す
る
と
い
う
実
際
的
効
果
を
ね
ら
っ
て
i
規
定
さ
れ
た
…
…
」
と
し
、
石
井
照
久
・
労
働
法
総
論
三
三
七
頁
は
本
条
文
を
単
な
る
「
確
認
的
規
定
」
で
あ
る
と
す
る
の
は
、
い
つ
れ
も
労
働
関
係
に
あ
っ
て
生
じ
た
こ
と
が
ら
は
、
す
べ
て
刑
法
に
よ
り
処
断
す
べ
し
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
違
法
阻
却
論
の
方
向
を
た
ど
る
も
の
で
あ
り
、
本
条
規
定
の
意
義
は
な
き
に
等
し
き
も
の
と
解
す
こ
と
に
な
り
賛
成
で
き
な
い
。
三
争
議
行
為
と
刑
事
免
責
争
議
行
為
は
、
労
働
関
係
の
私
的
自
治
に
基
づ
く
労
使
双
方
の
自
主
的
調
整
1
団
体
交
渉
"
の
努
力
の
結
果
、
妥
協
点
を
見
い
出
せ
ぬ
場
合
に
、
法
的
に
保
護
さ
三
六
れ
た
労
働
者
の
要
求
貫
徹
の
手
段
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
あ
く
ま
で
も
最
後
的
な
手
段
で
あ
る
。
特
に
こ
れ
は
、
労
働
者
の
過
去
の
歴
史
上
の
経
済
的
劣
位
の
回
復
の
た
め
に
法
認
せ
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
労
使
対
等
の
原
則
の
実
現
手
段
で
あ
り
、
法
的
根
拠
(使
用
者
は
憲
法
二
九
条
、
労
働
者
は
同
法
二
八
条
)
を
有
す
る
力
関
係
を
通
し
て
労
働
条
件
を
決
定
し
得
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
を
十
分
認
識
し
た
う
え
で
争
議
行
為
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
一
、
争
議
行
為
の
概
念
争
議
行
為
と
は
、
集
団
的
労
働
関
係
の
当
事
者
が
そ
の
主
張
を
貫
徹
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
行
為
で
あ
っ
て
、
業
務
の
正
常
な
運
営
を
阻
害
す
る
も
の
を
い
う
の
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
、
同
盟
罷
業
・
怠
業
・
作
業
所
閉
鎖
そ
の
他
の
行
為
の
実
行
で
あ
る
(労
調
法
七
条
)
。
刑
事
免
責
の
対
象
と
な
り
う
る
の
は
か
か
る
行
為
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
、
.労
働
者
の
争
議
行
為
を
問
題
と
す
る
。
争
議
行
為
は
、
憲
法
二
五
条
の
文
化
的
生
存
権
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
と
し
て
の
団
体
行
動
を
指
す
の
で
あ
り
、
し
か
も
団
体
交
渉
決
裂
後
、
労
働
組
合
の
正
当
な
手
続
に
よ
る
労
働
者
全
体
の
意
思
決
定
に
基
づ
い
て
、
組
合
の
統
制
下
で
な
さ
れ
る
行
為
お
よ
び
こ
れ
に
附
随
す
る
行
為
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
か
か
る
争
議
行
為
は
、
法
的
に
は
、
憲
法
二
八
条
の
団
体
行
動
に
よ
り
一
般
的
に
保
護
を
受
け
、
労
組
法
一
条
二
項
に
よ
っ
て
、
刑
法
三
五
条
を
経
て
、
正
当
目
的
行
為
で
あ
る
と
の
認
定
を
受
け
た
場
合
に
刑
事
罰
が
問
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
・か
か
る
権
利
お
よ
び
そ
の
保
障
が
与
え
ら
れ
る
主
体
は
、
労
働
者
の
団
体
で
あ
り
、
そ
の
団
体
の
行
動
で
あ
っ
て
、
個
別
的
労
働
関
係
に
お
け
る
労
働
者
個
人
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
だ
か
ら
し
て
、
労
働
者
の
個
人
的
な
行
為
な
い
し
、
組
合
の
統
制
に
違
反
し
た
行
為
は
、
労
組
法
上
の
争
議
行
為
と
は
な
ら
ず
、
同
法
一
条
二
項
の
保
護
は
受
け
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
争
議
行
為
は
労
働
関
係
の
当
事
者
問
で
の
み
容
認
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
以
外
の
関
係
に
お
い
て
は
、
争
議
権
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
刑
事
免
責
と
の
関
係
に
あ
っ
て
は
、
団
体
行
動
の
正
当
性
が
問
題
ど
な
る
の
で
あ
っ
て
、
争
議
行
為
の
目
的
の
正
当
性
と
、
手
段
の
正
当
性
が
検
討
せ
ら
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
。
二
、
争
議
行
為
の
正
当
性
争
議
行
為
の
正
当
性
の
判
断
を
な
す
場
合
は
、
個
々
の
具
体
的
事
例
ご
と
に
個
別
的
に
判
断
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
具
体
的
基
準
は
「社
会
通
念
に
照
し
て
検
討
す
べ
き
だ
」
と
か
「法
律
制
度
の
精
神
を
全
般
的
に
考
察
し
て
決
す
べ
き
で
あ
る
」
と
か
「社
会
的
に
相
当
と
考
え
ら
れ
る
争
議
行
為
を
も
っ
て
正
当
な
も
の
と
解
す
べ
し
」
あ
る
い
は
「社
会
倫
理
的
に
高
度
に
非
難
す
べ
き
良
俗
違
反
性
」
に
よ
る
べ
き
だ
と
す
る
。
こ
れ
ら
は
法
の
一
般
的
判
断
基
準
を
言
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
抽
象
的
な
も
の
で
あ
る
。
争
議
行
為
は
、
労
働
条
件
の
規
範
(労
働
協
約
)
設
定
を
目
的
と
す
る
と
こ
ろ
の
規
律
争
訟
で
あ
り
、
使
用
者
に
と
っ
て
は
、
自
己
の
所
有
権
の
侵
害
・
制
限
と
な
る
も
の
で
あ
っ
て
、
利
益
相
反
す
る
同
志
の
力
関
係
の
問
題
で
あ
る
が
、特
に
新
た
な
社
会
法
原
理
の
う
え
に
た
っ
て
、労
働
法
の
特
殊
性
と
現
代
的
意
義
を
十
分
認
識
し
て
判
断
を
下
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
組
法
一
条
二
項
但
書
で
い
う
ご
と
く
、
暴
力
の
行
使
は
い
か
な
る
場
合
に
も
容
認
せ
ら
れ
な
い
の
は
余
り
に
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
争
議
権
は
無
条
件
に
権
利
保
障
を
受
け
る
わ
け
で
は
決
し
て
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
問
題
が
生
ず
る
の
は
、
争
議
行
為
σ
正
当
性
の
基
準
が
法
文
化
せ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
む
し
ろ
労
働
関
係
の
諸
問
題
は
、私
的
自
治
の
原
則
の
も
と
に
、
労
使
双
方
の
自
主
的
な
意
思
に
よ
る
新
し
い
労
働
関
争
議
行
為
と
刑
事
責
任
係
の
秩
序
の
設
定
を
認
識
し
た
結
果
の
放
任
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
争
議
行
為
の
正
当
性
を
逸
脱
し
た
行
為
(争
議
行
為
全
体
の
場
合
と
個
人
的
な
場
合
も
含
め
て
)
に
対
し
て
は
、
刑
事
責
任
が
科
せ
ら
れ
る
の
は
前
述
の
と
お
り
で
あ
り
、
争
議
行
為
が
刑
法
上
の
免
責
を
受
け
得
る
に
は
、
争
議
行
為
の
社
会
的
に
承
認
せ
ら
れ
る
正
当
な
目
的
を
実
現
す
る
た
め
の
手
段
が
正
当
性
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
必
要
条
件
と
な
っ
て
く
る
。
ω
争
議
行
為
の
目
的
の
正
当
性
争
議
権
の
承
認
は
憲
法
二
五
条
、
二
八
条
に
依
拠
し
労
調
法
七
条
に
よ
る
こ
と
は
前
述
し
た
如
く
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
法
律
規
定
は
、社
会
主
義
的
な
法
律
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
て
、
従
来
の
所
有
権
・
財
産
権
を
基
底
と
す
る
資
本
主
義
的
法
律
原
理
と
は
、
本
質
的
に
融
合
し
難
い
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
労
働
者
の
争
議
行
為
は
、
そ
も
そ
も
財
産
権
そ
の
他
の
市
民
法
上
の
基
本
的
人
権
に
反
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
他
の
法
益
を
侵
害
す
る
こ
と
は
初
め
か
ら
予
想
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
財
産
権
そ
の
他
の
市
民
法
上
の
基
本
的
権
利
は
、
実
質
的
な
平
等
を
も
た
ら
す
た
め
の
労
働
法
理
念
に
よ
っ
て
、
そ
の
修
正
機
能
が
及
び
得
る
範
囲
に
お
い
て
、
争
議
行
為
に
よ
る
侵
害
を
許
容
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
か
か
る
矛
盾
を
十
分
認
識
す
る
憲
法
は
、
資
本
主
義
社
会
の
容
認
し
得
る
範
囲
に
お
い
て
、
生
存
権
な
り
団
体
行
動
権
を
承
認
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
限
界
は
、
革
命
的
行
動
を
容
認
す
る
も
の
で
は
な
く
、
現
体
制
を
転
覆
せ
し
め
な
い
範
囲
内
に
お
い
て
容
認
し
て
い
る
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。
争
議
行
為
の
本
来
の
目
的
は
、
労
働
者
の
「人
た
る
に
値
す
る
よ
り
よ
き
生
活
」
の
実
現
を
志
向
す
る
こ
と
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
労
働
条
件
の
内
容
を
維
持
向
上
、
発
展
せ
し
め
る
こ
と
に
あ
る
。
だ
か
ら
労
働
条
件
以
外
の
事
項
を
目
的
と
三
七
社
会
学
部
論
叢
す
る
争
議
行
為
は
、
労
働
法
上
の
保
障
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
こ
の
争
議
行
為
の
目
的
要
求
の
相
手
方
は
、
労
働
契
約
を
そ
の
契
機
と
す
る
使
用
者
で
あ
り
、
か
か
る
使
用
者
と
の
団
体
交
渉
に
よ
り
解
決
し
な
け
れ
ぼ
な
ら
な
い
。
,　
-
.
　
そ
こ
で
、
政
治
ス
秋
や
同
情
ス
ト
は
、
労
働
関
係
と
い
う
場
を
離
れ
た
行
為
と
な
り
、
使
用
者
は
労
働
関
係
に
い
う
当
事
者
適
格
が
な
い
の
で
あ
り
、
争
議
行
為
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
だ
か
ら
、
憲
法
二
八
条
の
保
障
は
与
え
ら
れ
、
労
働
契
約
の
債
務
不
履
行
の
責
任
は
問
わ
れ
な
い
が
、
労
働
法
上
の
保
障
は
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
但
し
、
政
治
ス
ト
や
同
情
ス
ト
が
、
職
場
内
で
行
わ
れ
た
場
合
は
、
使
用
者
が
黙
認
し
な
い
限
り
、
業
務
妨
害
や
不
法
侵
入
等
の
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
ど
に
な
ろ
う
。
㈲
争
議
行
為
の
手
段
の
正
当
性
目
的
に
お
い
て
正
当
な
争
議
行
為
も
、
そ
の
実
体
的
手
段
が
正
当
で
な
け
れ
ば
争
議
行
為
自
体
の
合
法
性
が
否
定
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
そ
の
手
段
は
争
議
行
為
の
目
的
実
現
に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠
な
手
段
で
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
実
行
せ
ら
れ
た
手
段
が
法
的
な
保
障
を
与
え
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
市
民
法
と
の
接
点
上
の
問
題
と
な
る
。
争
議
権
が
法
認
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
団
交
を
経
ず
直
接
争
議
行
為
を
実
行
す
る
こ
と
は
、
手
段
の
正
当
性
の
有
無
に
拘
わ
ら
ず
、
む
し
ろ
労
使
の
自
主
的
決
定
の
精
神
に
反
す
る
こ
と
に
な
り
労
働
良
識
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
て
容
認
し
得
な
い
。
ま
た
、
争
議
行
為
は
団
ヤ
も
へ
も
も
り
も
ヘ
へ
結
意
思
で
も
っ
て
妥
結
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
り
、
使
用
者
を
無
視
し
た
過
大
要
求
は
、
争
議
権
の
濫
用
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
争
議
行
為
は
本
来
違
法
有
責
な
行
為
を
目
的
と
す
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
文
化
的
生
存
権
の
実
現
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
に
、
行
き
過
ぎ
た
争
議
行
為
を
行
っ
た
と
し
て
も
、
労
働
三
八
者
の
団
結
活
動
の
歴
史
的
意
義
を
考
え
た
な
ら
ば
、
そ
の
行
為
が
社
会
倫
理
的
に
全
く
忍
び
難
い
高
度
の
良
俗
違
反
と
し
て
考
え
ら
れ
な
い
限
り
、
違
法
な
争
議
行
為
と
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
の
意
昧
に
お
い
て
、
使
用
者
は
か
な
り
高
度
の
受
忍
義
務
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
思
う
に
、
法
律
社
会
学
的
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
労
使
双
方
の
力
関
係
を
背
景
と
し
た
団
体
交
渉
を
経
て
自
主
的
に
締
結
せ
ら
れ
た
労
働
協
約
は
、
社
会
規
範
で
あ
り
、
憲
法
一
四
条
の
法
と
見
做
し
得
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
私
的
自
治
規
範
た
る
協
約
中
に
お
い
て
、
争
議
行
為
に
関
す
る
新
た
な
刑
法
以
外
の
構
成
要
件
お
よ
び
罰
則
を
規
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
ど
い
わ
ね
ば
な
ら
ず
、
あ
く
ま
で
も
労
働
法
的
な
処
分
と
し
て
の
懲
戒
規
定
の
強
化
に
よ
る
べ
き
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
あ
る
一
定
の
争
議
手
段
は
、
刑
法
上
の
問
題
と
し
て
争
わ
な
い
等
の
刑
の
免
除
規
定
の
設
置
、
あ
る
い
は
争
議
行
為
の
正
当
性
の
基
準
等
を
労
使
協
働
の
精
神
か
ら
協
約
化
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
る
。
し
か
し
て
、
こ
れ
は
労
使
双
方
の
私
的
自
治
意
思
の
尊
重
と
い
う
労
働
法
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
労
働
関
係
の
場
の
私
的
自
治
で
あ
る
か
ら
、
労
使
双
方
は
先
づ
協
約
の
規
定
に
拘
束
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
両
者
の
受
忍
し
得
る
範
囲
内
に
お
い
て
効
力
を
有
す
る
と
解
す
べ
き
で
あ
り
、
協
約
規
定
の
受
認
を
越
え
た
場
合
に
、
は
じ
め
て
刑
法
上
の
問
題
と
し
得
る
に
す
ぎ
な
い
と
い
え
る
。
勿
論
争
議
行
為
に
よ
っ
て
第
三
者
に
何
ら
か
の
被
害
を
与
え
た
場
合
は
、
直
接
刑
法
上
の
問
題
と
し
て
処
罰
さ
れ
る
こ
と
は
当
然
で
あ
る
。
註
ω
政
治
ス
ト
に
は
①
労
働
条
件
立
法
を
対
象
と
す
る
も
の
(特
に
労
基
法
二
七
条
を
対
象
と
す
る
)
、
②
争
議
権
奪
取
立
法
に
反
対
す
る
ス
ト
、
③
真
正
政
治
ス
ト
(核
実
験
反
対
な
ど
の
人
類
一
般
の
平
和
確
保
を
目
的
と
す
る
も
の
)
、
④
憲
法
破
壊
立
法
に
反
対
す
る
ス
ト
等
に
わ
か
れ
る
が
、
①
と
②
は
労
働
者
に
関
す
る
こ
と
が
ら
で
あ
り
、
憲
法
二
八
条
で
保
障
を
受
け
、
刑
事
免
責
さ
れ
る
が
、③
の
場
合
は
、
U
o
蔘
o
p
の
7
r
a
t
io
n
s
t
r
ik
e
で
あ
り
憲
法
の
基
本
的
人
権
と
し
て
の
表
現
の
自
由
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
④
の
場
合
は
、
国
民
と
し
て
抵
抗
権
の
行
使
で
あ
り
正
当
な
も
の
と
な
る
。
だ
か
ら
③
と
④
の
政
治
ス
ト
は
、
労
働
法
上
の
問
題
と
は
無
関
係
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
目
的
の
た
め
に
、
ス
ト
を
し
、
職
場
占
拠
を
し
た
場
合
は
当
然
刑
事
罰
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
野
村
前
掲
書
八
二
頁
以
下
、
荘
ヱ・
前
掲
書
四
七
頁
以
下
参
照
。
四
争
議
行
為
と
暴
力
の
行
使
一
、
労
組
法
一
条
二
項
但
書
は
「
い
か
な
る
場
合
に
お
い
て
も
暴
力
の
行
使
は
、
労
働
組
合
の
正
当
な
行
為
と
解
釈
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
」
と
規
定
し
て
い
る
。
か
か
る
暴
力
の
行
使
と
は
「不
法
な
力
の
行
使
」
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
人
の
生
命
・
身
体
の
安
全
を
侵
害
す
る
暴
力
の
行
使
が
許
さ
れ
な
い
の
は
人
類
不
変
の
原
理
で
あ
る
。
こ
こ
に
い
う
暴
力
の
行
使
の
主
体
は
、
団
体
と
し
て
の
労
働
組
合
で
あ
り
、
組
合
の
行
為
の
態
様
を
い
う
の
で
あ
っ
て
、
組
合
の
統
制
外
の
個
々
労
働
者
の
行
為
は
本
条
の
適
用
を
受
け
な
い
こ
と
に
な
る
。
争
議
行
為
は
、
前
述
し
た
ご
と
く
労
働
者
の
要
求
目
的
を
有
す
る
意
思
統
一
さ
れ
た
労
働
組
合
と
い
う
集
団
の
力
で
も
っ
て
、
使
用
者
を
威
圧
せ
し
め
、
要
求
目
的
の
実
現
を
図
か
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
か
か
る
労
働
者
の
集
団
の
力
は
、
意
思
統
一
あ
る
団
結
を
通
し
て
統
一
行
動
を
志
向
す
る
こ
と
自
体
に
内
在
す
る
力
を
い
う
の
で
あ
っ
て̀
、
い
わ
ゆ
る
無
形
の
力
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
物
理
的
・
有
形
的
な
力
で
は
な
い
。
団
結
権
の
保
障
は
、
当
然
に
団
結
に
よ
る
力
を
承
認
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
団
結
の
力
に
よ
る
物
理
的
有
形
力
の
行
使
(暴
力
の
行
使
)
は
、
本
来
的
に
は
許
容
し
得
な
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
労
働
法
原
理
は
、
物
理
的
有
形
力
争
議
行
為
と
刑
事
責
任
の
行
使
す
べ
て
を
暴
力
の
行
使
と
し
て
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
法
的
に
不
法
・
不
当
な
有
形
力
の
行
使
は
暴
力
の
行
使
と
な
る
が
、
生
存
権
の
実
現
を
志
向
す
る
労
働
法
上
是
認
し
得
る
正
当
な
有
形
力
の
鴈
使
は
、
暴
力
で
は
な
く
正
ユ
当
な
力
の
行
使
で
あ
る
と
見
徹
さ
れ
る
の
で
あ
る
气
こ
れ
は
す
な
わ
ち
労
働
法
的
＼
価
値
判
断
に
よ
っ
た
も
の
で
あ
り
、
現
実
の
労
使
間
の
対
抗
関
係
の
具
体
的
な
事
実
を
通
し
て
決
す
る
も
の
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
を
法
解
釈
学
的
に
厳
確
に
解
釈
す
れ
ば
有
形
力
行
使
の
正
当
性
は
狭
く
な
り
、
法
律
社
会
学
的
解
釈
に
よ
れ
ぼ
正
当
性
を
広
く
認
め
る
こ
と
に
な
る
。
か
か
る
正
当
性
の
判
断
が
刑
罰
の
有
無
に
つ
な
が
る
の
で
あ
っ
て
、
労
働
法
の
集
団
的
団
体
活
動
と
い
う
特
殊
性
か
ら
す
れ
ば
、
本
来
刑
法
の
介
入
に
な
じ
ま
な
い
も
の
で
あ
る
点
を
考
え
る
と
法
律
社
会
学
的
に
広
く
解
釈
し
て
ゆ
く
べ
き
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
二
、
有
形
力
の
行
使
が
刑
法
と
の
関
係
に
お
い
て
問
題
と
な
る
あ
は
、
争
議
行
為
　
に
附
随
し
た
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
ス
ク
ラ
ム
や
坐
り
込
み
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
い
わ
ゆ
る
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
九
本
来
的
に
は
ス
ト
ラ
イ
キ
に
必
要
不
可
欠
の
附
随
手
段
で
は
な
い
と
い
う
点
を
明
確
に
認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
あ
く
ま
で
も
労
働
者
の
集
団
的
意
思
に
支
え
ら
れ
た
争
議
目
的
の
実
効
を
攫
取
せ
ん
が
た
め
の
も
の
で
あ
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
を
無
価
値
な
ら
し
め
、
よ
っ
て
争
議
目
的
の
実
効
を
不
能
た
ら
し
め
る
ス
ト
破
り
行
為
に
対
す
る
対
抗
な
い
し
防
衛
手
段
と
し
て
労
働
者
が
行
う
二
次
的
な
行
為
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
ス
ト
破
り
行
為
な
き
限
り
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
そ
の
存
在
を
否
定
さ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ス
ト
ラ
イ
キ
が
消
極
的
不
作
為
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
本
来
平
和
的
説
得
手
段
を
原
則
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
効
が
得
ら
れ
な
け
れ
ば
、
保
障
せ
ら
れ
た
一
連
三
九
社
会
学
部
論
叢
の
生
存
権
の
実
現
を
志
向
す
る
手
段
と
し
て
の
争
議
権
行
使
の
意
義
が
失
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
い
き
お
い
対
抗
的
に
で
は
あ
る
が
、積
極
的
な
作
為
的
実
力
行
使
、
す
な
わ
ち
、
ス
ト
破
り
ま
た
は
非
組
合
員
、第
二
組
合
員
、
ス
ト
中
の
組
合
脱
退
者
の
就
労
に
対
し
て
、押
す
、蹴
る
、
撲
る
等
の
物
理
的
有
形
力
を
行
使
す
る
こ
と
に
な
'
る
。
か
か
る
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
暴
行
強
迫
を
伴
う
威
力
行
為
で
あ
る
た
め
に
、
刑
法
上
の
威
力
業
務
妨
害
罪
や
不
法
侵
入
罪
や
不
退
去
罪
等
々
の
刑
事
責
任
を
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
本
来
の
意
義
か
ら
す
れ
ば
、
争
議
行
為
に
関
係
の
な
い
第
三
者
(顧
客
な
ど
)
以
外
は
い
か
な
る
も
の
の
就
労
を
も
阻
止
し
得
る
と
す
る
の
が
筋
が
通
る
。
ス
ト
申
の
就
労
は
、
組
合
の
団
結
力
お
よ
び
統
制
力
と
就
労
者
の
労
働
者
と
し
て
の
社
会
的
連
帯
意
識
を
問
わ
れ
る
問
題
で
あ
り
、
ス
ト
ラ
イ
キ
が
真
に
労
働
者
意
思
に
支
え
ら
れ
た
正
当
目
的
を
志
向
す
る
も
の
で
あ
れ
ば
ピ
ケ
ラ
イ
ン
に
お
い
て
説
得
に
応
じ
得
る
は
ず
で
あ
る
。
現
実
の
企
業
別
組
合
組
織
で
は
、
こ
れ
ら
を
望
み
得
べ
く
も
な
い
の
で
あ
っ
て
、
か
か
る
平
和
的
説
得
の
程
度
で
は
ス
ト
ラ
イ
キ
の
実
益
は
皆
無
と
な
る
。
そ
こ
で
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
や
ス
ク
ラ
ム
に
よ
る
就
労
阻
止
は
、
特
に
そ
の
手
段
が
強
度
の
暴
行
強
迫
等
の
違
法
に
わ
た
ら
な
い
限
り
に
お
い
て
刑
事
免
責
を
受
く
べ
き
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
正
当
性
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
の
状
況
や
特
殊
性
を
勘
案
し
て
具
体
的
、
個
別
的
に
判
断
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
も
前
述
し
た
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
本
来
的
意
味
を
決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
次
に
具
体
的
な
最
高
裁
判
例
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
最
高
裁
判
所
に
よ
る
と
、
争
議
行
為
の
正
当
性
の
限
界
に
つ
い
て
は
、
組
合
に
よ
る
労
働
力
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
あ
り
と
し
、
ス
ト
ラ
イ
キ
昌
労
働
力
供
給
の
集
団
四
〇
的
停
止
目
は
合
法
と
す
る
が
、
ス
ト
ラ
イ
キ
の
消
極
的
不
作
為
的
力
の
行
使
を
越
え
た
力
の
行
使
は
、
財
産
権
と
の
関
係
で
厳
格
な
解
釈
を
と
っ
て
い
る
。
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
言
論
の
自
由
の
範
囲
内
に
お
け
る
平
和
的
説
得
の
限
度
に
お
い
て
容
認
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
先
づ
財
産
権
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
使
用
者
の
所
有
権
に
基
づ
く
経
営
権
と
し
て
の
企
業
支
配
を
労
働
者
自
か
ら
が
行
う
生
産
管
理
は
、
違
法
で
あ
る
と
し
た
最
初
の
判
例
は
「山
田
鋼
業
所
事
件
」
(最
判
昭
二
五
・
=
・
一
五
刑
集
四
巻
=
号
二
二
五
七
頁
)
で
あ
る
。
そ
の
判
旨
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
わ
が
国
現
行
の
法
律
秩
序
は
私
有
財
産
制
度
を
基
幹
と
し
て
成
り
立
っ
て
お
り
、
企
業
の
利
益
と
損
失
と
は
資
本
家
に
帰
す
る
。
従
っ
て
企
業
の
経
営
・
生
産
行
程
の
指
揮
命
令
は
、
資
本
家
又
は
そ
の
代
理
人
た
る
経
営
担
当
者
の
権
限
に
属
す
る
。
労
働
者
が
所
論
の
よ
う
に
企
業
者
と
並
ん
で
企
業
の
担
当
者
で
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
故
に
当
然
に
労
働
者
が
企
業
の
使
用
収
益
権
を
有
す
る
の
で
も
な
く
、
経
営
権
に
対
す
る
権
限
を
有
す
る
の
で
も
な
い
。
従
っ
て
労
働
者
側
が
企
業
者
側
の
私
有
財
産
の
基
幹
を
揺
が
す
よ
う
な
争
議
手
段
は
許
さ
れ
な
い
。
な
る
ほ
ど
同
盟
罷
業
も
財
産
権
の
侵
害
を
生
ず
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
は
労
働
力
の
給
付
が
債
務
不
履
行
ど
な
る
に
過
ぎ
な
い
。
然
る
に
本
件
の
よ
う
な
い
わ
ゆ
る
生
産
管
理
に
於
て
は
、
企
業
経
営
の
権
能
を
権
利
者
の
意
思
を
排
除
し
て
非
権
利
者
が
行
う
の
で
あ
る
。
そ
れ
故
に
同
盟
罷
業
も
生
産
管
理
も
財
産
権
の
侵
害
で
あ
る
点
に
お
い
て
同
様
で
あ
る
か
ら
と
て
、
そ
の
相
違
点
を
無
視
す
る
わ
け
に
は
ゆ
か
な
い
。
前
者
に
お
い
て
違
法
制
が
阻
却
さ
れ
る
か
ら
と
て
、
後
者
に
お
い
て
も
そ
う
だ
と
い
う
理
由
は
な
い
」
か
く
し
て
組
合
の
行
為
は
、
威
力
業
務
妨
害
、
建
造
物
侵
入
、
窃
盗
等
の
罪
と
な
る
と
判
示
し
た
。
ま
た
企
業
者
側
の
私
有
財
産
の
基
幹
を
揺
が
す
か
ど
う
か
が
暴
力
行
為
と
な
る
や
否
や
の
判
断
基
準
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
見
解
は
、
憲
法
が
保
障
す
る
財
産
権
と
団
体
行
動
権
と
の
調
整
に
関
し
て
、
財
産
権
を
優
位
に
お
く
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
の
両
権
利
は
、
対
等
に
保
障
を
受
く
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
故
に
賛
同
し
得
な
い
。
し
か
し
、
財
産
権
に
基
づ
く
経
営
権
を
労
働
者
が
実
行
す
る
生
産
管
理
は
い
か
な
る
場
合
も
違
法
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
「
愛
光
堂
印
刷
事
件
」
(最
判
昭
二
七
・
二
二
≡
刑
集
六
巻
二
号
二
八
八
頁
)
も
同
旨
の
判
断
を
下
し
、
生
産
管
理
は
刑
法
二
三
四
条
の
業
務
妨
害
罪
で
あ
る
と
し
た
。
次
に
争
議
行
為
ど
刑
法
の
暴
行
強
迫
罪
に
対
す
る
刑
法
三
五
条
と
の
関
係
を
判
断
し
た
最
初
の
ケ
ー
ス
で
あ
る
「
板
橋
造
兵
廠
事
件
」
(最
判
昭
二
四
.
五
.
一
八
刑
集
三
巻
六
号
七
七
五
頁
)
は
次
の
よ
う
に
判
示
し
て
い
た
。
「
…
…
所
論
の
(旧
)
労
働
組
合
法
第
一
条
二
項
に
お
い
て
も
労
働
組
合
の
団
体
交
渉
そ
の
他
の
行
為
に
つ
い
て
無
条
件
に
刑
法
第
三
五
条
の
適
用
が
あ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
の
で
は
な
い
の
で
あ
っ
て
、
唯
労
働
組
合
法
制
定
の
目
的
達
成
の
た
め
に
、
す
な
わ
ち
、
団
結
権
の
保
障
及
び
団
体
交
渉
権
の
保
護
助
成
に
よ
っ
て
労
働
者
の
地
位
の
向
上
を
図
り
経
済
の
興
隆
に
寄
与
せ
ん
が
た
め
に
為
し
た
正
当
な
行
為
に
つ
い
て
の
み
こ
れ
が
適
用
を
認
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
勤
労
者
の
団
体
交
渉
に
お
い
て
も
、
刑
法
所
定
の
暴
行
罪
又
は
脅
追
罪
に
該
当
す
る
行
為
が
行
わ
れ
た
場
合
、
常
に
必
ず
同
法
三
五
条
の
適
用
が
あ
り
、
か
か
る
行
為
の
す
べ
て
が
正
当
化
せ
ら
れ
る
も
の
と
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
」
本
件
判
旨
は
、
争
議
行
為
中
の
暴
行
罪
強
追
罪
該
当
行
為
と
刑
法
三
五
条
の
適
用
性
は
曖
昧
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
の
判
決
に
あ
っ
て
は
、
本
件
を
援
用
し
つ
つ
争
議
行
為
と
刑
事
責
任
刑
法
三
五
条
の
刑
事
免
責
を
受
け
な
い
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。
次
に
直
接
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
合
法
性
を
判
断
し
た
「
羽
幌
炭
鉱
事
件
」
(昭
三
一二
.
五
.
二
八
刑
集
=
一巻
八
号
一
六
九
四
頁
)
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。
「
北
海
道
苫
前
郡
羽
幌
町
羽
幌
炭
鉱
鉄
道
株
式
会
社
築
別
鉱
業
所
の
従
業
員
約
七
八
〇
名
を
も
っ
て
組
織
す
る
労
働
組
合
は
、
右
会
社
に
対
し
労
働
協
約
の
改
訂
、
割
増
賞
与
金
の
要
求
、
福
利
厚
生
施
設
の
改
善
等
を
要
求
し
て
昭
和
二
五
年
五
月
頃
か
ら
争
議
に
入
り
、
数
次
交
渉
を
重
ね
る
う
ち
、
右
組
合
員
中
争
議
か
ら
脱
退
す
る
も
の
が
出
て
こ
れ
ら
脱
退
者
は
従
業
員
会
を
組
織
し
、
そ
の
数
は
漸
次
増
加
し
て
約
三
三
〇
人
に
達
し
た
が
、
一
方
会
社
で
は
従
来
か
ら
会
社
の
業
務
に
従
事
し
て
い
た
人
夫
約
五
〇
名
を
従
業
員
に
採
用
し
、
こ
れ
ら
の
者
と
職
員
な
ら
び
に
従
業
員
会
の
者
で
採
炭
を
続
行
し
て
い
た
の
で
、
罷
業
決
行
派
は
こ
れ
を
制
止
し
よ
う
と
し
互
に
反
目
し
て
抗
争
を
続
け
て
来
た
も
の
で
あ
る
が
、
破
告
人
T
、
同
H
等
は
罷
業
決
行
派
の
者
と
共
に
同
会
社
の
出
炭
業
務
を
不
能
な
ら
し
め
よ
う
と
し
、
判
示
一
の
一
な
い
し
三
の
三
日
長
時
聞
に
わ
た
り
、
l
o
o
余
名
の
者
と
土
ハに
電
車
軌
道
上
お
よ
び
そ
の
附
近
に
坐
り
込
み
又
は
立
塞
り
或
は
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
且
つ
労
働
歌
を
高
唱
す
る
等
の
挙
に
出
で
、
同
会
社
運
転
手
S
の
運
転
す
る
電
車
の
運
行
を
阻
止
し
威
力
を
用
い
て
同
会
社
出
炭
業
務
を
妨
害
し
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
同
盟
罷
業
は
必
然
的
に
業
務
の
正
常
な
運
営
を
阻
害
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
そ
の
本
質
は
労
働
者
が
労
働
契
約
上
負
担
す
る
労
務
供
給
義
務
の
不
履
行
に
あ
り
、
そ
の
手
段
方
法
は
労
働
者
が
団
結
し
て
そ
の
持
つ
労
働
力
を
使
用
者
に
利
用
さ
せ
な
い
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
対
し
使
用
者
側
が
そ
の
対
抗
手
段
の
一
種
と
し
て
自
ら
な
さ
ん
と
す
る
業
務
の
遂
行
行
為
に
対
し
暴
行
脅
迫
を
も
っ
て
こ
れ
を
妨
害
す
る
こ
と
四
一
社
会
学
部
論
叢
き
は
も
ち
ろ
ん
、
不
法
に
、
使
用
者
側
の
自
由
意
思
を
抑
圧
し
或
は
そ
の
財
産
に
対
す
る
支
配
を
阻
止
す
る
よ
う
な
行
為
を
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
も
の
と
い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
れ
ば
労
働
争
議
に
際
し
、
使
用
者
側
の
遂
行
し
よ
う
と
す
る
業
務
行
為
を
阻
止
す
る
た
め
に
執
ら
れ
た
労
働
者
側
の
威
力
行
使
の
手
段
が
、
諸
般
の
事
情
か
ら
み
て
正
当
な
範
囲
を
逸
脱
し
た
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
は
刑
法
上
の
威
力
に
よ
る
業
務
妨
害
罪
の
成
立
を
妨
げ
る
も
の
で
は
な
い
」
本
判
決
は
、
争
議
行
為
は
消
極
的
不
作
為
を
原
則
と
し
、
物
理
的
有
形
力
の
行
使
は
原
則
的
に
違
法
で
あ
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
の
手
段
の
正
当
性
は
「諸
般
の
事
情
」
に
よ
っ
て
決
す
べ
し
と
す
る
点
に
特
色
が
あ
り
、
先
例
が
財
産
権
に
基
づ
く
経
営
権
の
侵
害
即
暴
行
強
迫
罪
と
し
た
の
に
比
し
、
憲
法
に
い
う
労
使
の
権
利
の
対
等
保
障
の
精
神
に
沿
っ
た
も
の
で
あ
る
点
は
評
価
し
得
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
件
に
い
う
「
諸
般
の
事
情
」
と
は
い
か
な
る
も
の
を
い
う
の
か
と
い
う
新
た
な
問
題
が
残
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
諸
般
の
事
情
の
認
定
の
程
度
に
よ
っ
て
は
従
来
の
判
例
と
同
趣
旨
の
も
の
と
な
り
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の
点
に
関
し
、
本
件
は
威
力
業
務
妨
害
罪
を
も
っ
て
処
罰
し
て
い
る
が
、
本
件
ど
同
じ
事
情
に
あ
る
と
思
わ
れ
三
友
炭
鉱
事
件
(最
判
昭
三
一
.
=
一
。
=
刑
集
一
〇
巻
=
一
号
一
六
〇
五
頁
)
に
あ
っ
て
は
、
　無
罪
判
決
を
出
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
諸
般
の
事
情
の
認
定
の
相
違
の
有
無
を
見
て
み
る
必
要
が
あ
る
。
三
友
炭
鉱
事
件
判
決
は
次
の
如
く
で
あ
る
。
「
三
友
炭
鉱
労
働
組
合
は
、
原
判
決
の
よ
う
な
劣
悪
な
労
働
条
件
の
も
と
に
待
遇
改
善
を
要
求
し
て
組
合
大
会
を
開
い
た
結
果
罷
業
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
元
組
合
長
Y
外
二
十
数
名
の
経
営
者
側
に
縁
故
の
あ
る
者
が
就
業
を
開
始
し
た
の
四
二
で
、
罷
業
派
組
合
員
で
あ
る
被
告
人
は
、
罷
業
が
組
合
員
の
共
同
目
的
達
成
の
た
め
已
む
な
く
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
に
、
生
産
同
志
会
は
経
営
者
側
と
の
不
純
な
動
機
か
ら
同
志
を
裏
切
り
罷
業
を
妨
害
す
る
も
の
で
、
も
し
同
志
会
が
就
業
を
開
始
す
る
と
罷
業
が
そ
の
目
的
を
達
成
し
得
な
い
こ
と
と
な
る
と
考
え
、
右
同
志
会
員
の
就
業
に
対
し
極
度
に
憤
慨
を
し
て
い
た
こ
と
、
被
告
人
は
被
告
人
以
外
の
多
数
の
婦
人
組
合
員
お
よ
び
二
、
三
名
の
男
子
組
合
員
ら
が
ガ
ソ
リ
ン
車
の
前
方
線
路
上
に
立
ち
塞
が
り
、
あ
る
い
は
横
臥
し
も
し
く
は
坐
り
込
ん
で
そ
の
進
行
を
阻
止
し
て
い
た
と
こ
ろ
へ
参
加
し
て
線
路
上
に
赴
き
、
軌
道
か
ら
立
退
を
求
め
る
の
に
対
し
、
他
の
婦
人
ら
と
と
も
に
「
こ
こ
を
通
る
な
ら
自
分
た
ち
を
轢
き
殺
し
て
通
れ
」
と
怒
号
し
た
に
過
ぎ
な
い
こ
ヒ
が
窺
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
経
過
か
ら
考
え
て
み
る
と
被
告
人
の
判
示
所
為
は
い
わ
ば
同
組
合
内
部
の
出
来
事
で
あ
り
、
し
か
も
す
で
に
多
数
組
合
員
が
判
示
K
ら
の
炭
車
運
転
行
為
を
阻
止
し
て
い
る
あ
と
か
ら
こ
れ
に
参
加
し
て
炭
車
の
前
方
線
路
上
に
赴
き
判
示
の
よ
う
に
怒
号
し
炭
車
の
運
転
を
妨
害
し
た
と
い
う
に
止
ま
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
情
況
の
下
に
行
わ
れ
た
被
告
人
の
判
示
行
為
は
、
い
ま
だ
違
法
に
刑
法
二
三
四
条
に
い
う
威
力
を
用
い
て
人
の
業
務
を
妨
害
し
た
も
の
と
い
う
に
足
り
ず
、
そ
れ
ゆ
え
被
告
人
の
所
為
に
つ
い
て
罪
責
な
し
と
し
て
無
罪
を
言
渡
し
た
原
判
決
は
、
結
局
に
お
い
て
正
当
で
あ
る
」
本
判
決
と
羽
幌
炭
鉱
事
件
と
は
、
組
合
統
制
が
濫
れ
争
議
脱
落
者
が
出
、
彼
ら
が
別
の
組
織
体
を
つ
く
り
、
罷
業
の
妨
害
を
し
た
点
か
ら
、
会
社
に
対
す
る
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
と
い
う
よ
り
、
同
僚
労
働
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
共
通
性
を
有
す
る
。
し
か
ら
ば
次
に
何
故
に
一
方
が
有
罪
と
な
り
他
方
が
無
罪
と
な
っ
た
の
か
、
そ
の
決
め
手
と
な
っ
た
諸
般
の
事
情
の
認
定
の
差
異
を
検
討
し
て
み
よ
う
。
先
づ
三
友
炭
鉱
事
件
で
は
、
不
純
な
動
機
か
ら
同
志
を
裏
切
り
罷
業
妨
害
を
し
よ
う
と
す
る
生
産
同
志
会
に
対
す
る
感
惰
的
対
立
に
よ
る
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
り
、
劣
悪
な
労
働
条
件
の
改
善
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
っ
た
が
、
羽
幌
炭
鉱
事
件
は
、
組
合
員
の
半
数
の
脱
落
者
に
対
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
少
く
と
も
組
合
の
団
結
意
思
が
崩
れ
た
と
認
定
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
、
炭
車
運
行
阻
止
の
ピ
ー
ケ
は
、
三
友
炭
鉱
で
は
三
〇
余
名
に
よ
る
短
時
間
の
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
被
告
人
は
あ
と
か
ら
参
加
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
事
前
に
計
画
さ
れ
た
炭
車
阻
止
で
あ
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
羽
幌
炭
鉱
で
の
ピ
ケ
は
約
百
名
に
よ
る
三
日
間
に
わ
た
る
も
の
で
あ
り
、
し
か
も
ス
ク
ラ
ム
を
組
み
労
働
歌
を
歌
っ
た
事
実
を
重
く
み
、
威
圧
力
あ
る
行
為
と
認
定
し
た
と
い
え
る
。
し
か
も
実
害
に
お
い
て
も
炭
車
運
行
阻
止
が
数
時
間
と
三
日
間
と
で
は
損
害
の
程
度
に
相
異
が
あ
る
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
以
上
の
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
諸
般
の
事
情
の
差
異
が
刑
事
責
任
の
有
無
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
思
う
に
、
両
判
決
を
み
た
場
合
、
刑
法
上
の
威
力
の
面
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
両
者
に
は
人
数
的
・
時
間
的
な
面
ど
労
働
者
の
態
度
に
は
差
異
が
あ
ろ
う
。
し
か
し
業
務
の
妨
害
に
関
し
て
は
、
労
調
法
七
条
が
「
争
議
行
為
と
は
…
…
業
務
の
正
常
も
マ
も
も
へ
う
う
な
運
営
を
阻
害
す
る
も
の
を
い
う
」
と
定
め
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
両
事
件
と
も
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
は
本
条
に
よ
っ
て
保
障
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
と
こ
ろ
で
、
労
働
法
的
価
値
判
断
の
面
か
ら
す
れ
ば
、
両
者
の
差
異
は
果
し
て
明
白
と
な
る
で
あ
ろ
う
か
、
両
事
件
は
、
い
つ
れ
も
ス
ト
破
り
に
よ
る
争
議
行
為
の
侵
害
に
対
抗
す
る
た
め
の
積
極
的
な
実
力
の
行
使
で
あ
る
が
、
客
観
的
な
事
実
に
よ
れ
ば
、
、使
用
者
側
に
よ
る
ス
ト
破
り
行
為
で
あ
る
と
い
え
る
。
す
な
わ
ち
、
三
友
事
件
は
判
旨
が
事
実
認
定
し
て
い
る
し
、
羽
幌
事
件
に
あ
っ
て
も
ス
ト
決
行
申
に
五
〇
人
の
争
議
行
為
と
刑
事
責
任
労
働
者
を
採
用
し
、
組
A口
の
脱
退
者
と
一
諸
に
就
労
せ
し
め
よ
う
と
し
た
事
実
が
認
定
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
羽
幌
事
件
に
あ
っ
て
は
、
組
合
脱
退
者
が
三
三
〇
名
に
達
し
て
組
合
の
統
制
が
濫
れ
た
と
は
い
え
、
い
ま
だ
過
半
数
以
上
の
組
合
員
は
ス
ト
ラ
イ
キ
に
参
加
し
て
お
り
、
組
合
団
結
意
思
は
強
固
で
あ
る
と
認
定
し
得
る
。
な
お
、
ス
ト
決
議
参
加
者
が
ス
ト
決
行
中
に
組
合
を
脱
退
し
た
場
合
に
は
、
脱
退
者
に
依
る
ス
ト
実
行
組
合
に
対
す
る
ス
ト
破
り
は
、
許
さ
れ
な
い
の
が
原
則
で
あ
る
。
ス
ト
目
的
の
実
効
を
破
壊
す
る
脱
退
者
の
労
働
契
約
に
よ
る
就
労
権
を
保
護
す
る
必
要
性
は
な
い
の
で
あ
り
、
ス
ト
終
結
ま
で
就
労
阻
止
を
受
忍
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
過
半
数
以
上
の
脱
退
者
が
あ
る
と
き
は
、
ス
ト
決
議
自
体
が
そ
の
時
点
に
お
い
て
不
信
任
と
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
本
件
は
そ
の
程
度
ま
で
至
っ
て
い
な
い
と
解
し
得
る
。
以
上
の
点
か
ら
し
て
、
両
事
件
は
労
働
法
的
価
値
判
断
に
よ
れ
ば
差
異
の
な
い
ス
ト
破
り
に
対
す
る
正
当
な
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
で
あ
る
と
い
え
る
。
ま
た
、
最
高
裁
は
従
来
か
ら
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
平
和
的
説
得
の
範
囲
内
で
容
認
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
見
解
に
た
て
ば
、
両
事
件
と
も
に
威
力
業
務
妨
害
罪
の
成
立
を
認
め
た
上
で
、
三
友
事
件
の
場
合
は
、
前
述
の
諸
般
の
事
情
に
よ
っ
て
減
刑
す
べ
き
が
む
し
ろ
筋
が
通
る
と
い
え
よ
う
。
三
友
事
件
が
無
罪
と
せ
ら
れ
た
の
は
、
被
告
人
の
判
旨
行
為
は
同
組
合
の
内
部
の
闘
題
で
あ
る
と
し
、
炭
車
阻
止
に
あ
と
か
ら
参
加
し
た
点
を
高
く
評
価
し
た
か
ら
で
あ
り
、
「
こ
こ
を
通
る
な
ら
自
分
達
を
轢
き
殺
し
て
通
れ
」
と
の
怒
号
に
動
か
さ
れ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
も
、
こ
こ
で
被
告
人
の
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
を
組
合
内
部
の
問
題
で
あ
る
と
し
た
点
か
ら
す
れ
ば
、
本
件
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
自
体
を
労
使
関
係
の
問
題
と
は
見
　　
做
さ
ず
判
断
し
た
よ
う
に
思
わ
れ
類
。
最
高
裁
は
「
生
産
同
志
会
は
経
営
者
側
と
四
三
社
会
学
部
論
叢
の
不
純
な
動
機
か
ら
同
志
を
裏
切
り
罷
業
を
妨
害
す
る
も
の
で
、
も
し
同
志
会
が
就
業
を
開
始
す
る
と
罷
業
が
そ
の
目
的
を
達
成
し
得
な
い
こ
と
と
な
る
…
…
」
と
の
事
実
を
認
定
し
て
お
き
な
が
ら
、
何
故
に
直
接
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
正
当
性
を
認
定
し
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
そ
れ
は
、
従
来
、
争
議
行
為
の
正
当
性
の
判
断
ほ
、
一
般
的
に
集
団
活
動
に
お
け
る
個
々
の
労
働
者
の
「
行
為
」
を
直
視
し
、
し
か
も
そ
の
行
為
を
違
法
性
の
面
か
ら
導
き
だ
し
て
き
た
こ
と
に
起
因
す
る
。
と
こ
ろ
が
、労
働
法
の
特
殊
性
は
団
体
行
動
の
法
認
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
、個
々
の
労
働
者
の
行
為
は
、
広
く
労
働
関
係
の
集
団
的
な
面
か
ら
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
り
、
こ
こ
に
労
働
者
の
個
別
的
な
行
為
の
評
価
は
変
更
を
余
義
な
く
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。か
く
し
て
、個
別
的
に
は
可
罰
的
な
行
為
が
組
合
の
集
団
活
動
の
面
か
ら
す
れ
ば
、そ
の
違
法
性
の
有
無
が
問
題
外
の
も
と
な
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
評
価
の
変
更
こ
そ
が
正
し
く
個
別
的
労
働
関
係
か
ら
集
団
的
労
働
関
係
へ
の
移
行
と
い
う
特
殊
性
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、労
働
法
特
有
の
も
の
で
あ
り
、従
来
の
刑
法
の
予
想
せ
ぬ
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
こ
そ
、
刑
法
の
適
用
に
対
す
る
集
団
的
労
働
関
係
に
よ
る
労
働
法
的
価
値
判
断
の
機
能
的
優
位
性
を
み
る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
し
て
、
前
示
の
最
高
裁
判
決
は
、
い
つ
れ
も
か
か
る
労
働
法
に
関
す
る
法
的
認
識
を
欠
く
も
の
で
あ
る
と
の
謗
り
は
免
れ
ず
、
い
ま
だ
い
わ
ゆ
る
市
民
法
の
枠
の
　v
中
で
惰
眠
を
貧
っ
て
い
る
観
が
あ
り
、
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
の
労
働
法
的
価
値
判
断
に
よ
る
正
当
性
の
承
認
は
、
は
る
か
彼
方
の
小
火
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
註
、①
浅
井
清
信
「
い
わ
ゆ
る
『
暴
力
の
行
使
』
に
つ
い
て
」
立
命
館
法
学
三
四
号
五
一
頁
以
下
、
窪
田
隼
人
「労
組
法
一
条
二
項
但
書
の
『
暴
力
の
行
使
』
に
つ
い
て
」
野
村
平
爾
還
歴
記
念
論
文
集
・
団
結
活
動
の
法
理
二
〇
五
頁
以
下
参
照
。
な
お
暴
力
の
行
使
の
範
囲
に
つ
い
て
、
菊
池
・
林
・
労
働
組
合
法
四
三
頁
は
、
有
形
無
形
の
力
の
行
使
を
問
わ
な
い
と
し
て
「相
手
方
の
意
見
を
抑
圧
す
る
程
度
の
暴
行
・
脅
迫
等
、
有
四
四
形
無
形
の
力
の
行
使
を
さ
す
も
の
と
解
す
る
」
と
い
わ
れ
、
神
山
欣
治
・
労
働
刑
法
提
要
九
一
頁
以
下
は
、
暴
力
の
行
使
は
有
形
力
の
行
使
を
原
則
と
し
、
無
形
力
の
行
使
は
相
手
方
の
反
抗
を
抑
圧
す
る
程
度
の
高
度
の
脅
迫
が
含
ま
れ
な
い
と
せ
ら
れ
る
。
ω
ピ
ケ
ッ
テ
ィ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
野
村
平
爾
∵
日
本
労
働
法
の
形
成
過
程
と
理
論
一
二
〇
頁
以
下
に
詳
し
い
。
㈲
野
村
教
授
は
「
労
鋤
法
ノ
ー
ト
」
四
三
頁
以
下
で
、
本
判
決
を
.ピ
ケ
の
流
動
性
の
承
認
で
あ
る
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
る
が
、
浅
井
教
授
は
前
掲
書
六
六
頁
以
下
で
、
本
判
決
は
、
市
民
法
内
の
判
断
で
あ
り
、
労
働
法
的
価
値
判
断
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
と
批
判
的
で
あ
る
。
な
お
、
藤
木
前
掲
書
=
二
八
頁
以
下
参
照
。
ω
最
高
裁
に
対
す
る
警
鐘
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
、
浅
井
清
信
「
最
高
裁
論
」
季
労
五
八
号
三
八
頁
以
下
、
沼
田
稲
次
郎
「
違
憲
の
『
明
文
』
の
合
法
的
解
釈
」
季
労
七
二
号
1
O
O
頁
以
下
、
同
「
最
高
裁
に
人
あ
ら
ば
」
労
旬
五
八
〇
号
、
籾
井
常
喜
「
最
宀咼
裁
の
労
働
法
感
覚
」
法
律
事
報
三
七
巻
一
一
号
等
が
あ
っ
た
。
